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これから委員会

● 「国立情報学研究所と国公私立大学図書館協力委員会との間における連

携・協力の推進に関する協定書」より

○ バックファイルを含む電子ジャーナル等の確保と恒久的なアクセス保

証体制の整備

○ 機関リポジトリを通じた大学の知の発信システムの構築

○ 電子情報資源を含む総合目録データベースの強化

○ 学術情報の確保と発信に関する人材の交流と育成

○ 学術情報の確保と発信に関する国際連携の推進
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これからの学術情報システムの在り方について

● 2015

○ 統合的発見環境の提供

○ メタデータの標準化

○ 学術情報資源の確保

● 2019

○ 統合的発見環境を可能にする新たな図書館システム・ネッ

トワークの構築

○ 持続可能な運用体制の構築

○ システムの共同調達・運用への挑戦

○ メタデータの高度化

○ 学術情報資源の確保
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「これから委員会が実現を目指すこと」

● 「在り方（2019）」の次の展開

○ 現状の把握

■ 学術コミュニケーションの一員として

■ 大学・研究機関として

○ アクションプランの提示

■ 3つのネットワーク

■ DXへの貢献

● 2023年度はじめに公開予定



3つのネットワーク

● 固有性を保ちつつ、外部に開かれたつながりをつくる

○ データ：これからの学術情報システムのメタデータ収集・作成方針について（2022）

○ システム：図書館システム・ネットワーク

○ 人：ユーザーグループ

「これからの学術情報システム構築検討委員会が実現を目指すこと」検討資料より抜粋



これから委員会のこれから

● ステークホルダーの多様化とその変化を把握する

○ 研究者・教育者

○ 学生

○ 出版社

○ 経営層

○ ベンダー

○ サービスプロバイダー

● 役割分担とコラボレーションによる課題解決を図る

○ JUSTICE・JPCOAR…
○ 国立国会図書館・科学技術振興機構…
○ 国際連携

● 他のステークホルダーからの「見える化」



今後における学術情報システムの在り方について（1980）


